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令和3年度　大蔵村施政方針

村議会３月定例会で加藤村長から本年度の村政の基本となる
令和３年度施政方針が示されました。その内容についてお知らせします。

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。村
と
し
て
も
、

誰
も
が
気
軽
に
助
け
合
い
が
で
き
る
社
会
づ

く
り
を
進
め
、将
来
的
に
は
高
齢
者
の
見
守

り
や
ご
み
出
し
、除
雪
な
ど
の
生
活
支
援
を

地
域
が
主
体
と
な
っ
て
担
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
生
涯
す
こ
や
か
に
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、村
診
療
所
で
対
応
で
き
る
初
期
医
療
の

充
実
と
高
度
医
療
の
連
携
に
取
り
組
む
た
め
、

診
療
所
に
勤
務
す
る
医
師
の
定
年
を
65
歳
ま

で
延
長
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、こ
れ
ま
で
同

様
に
各
種
検
診
事
業
の
充
実
、子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
の
歯
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

本
村
で
は
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

年
を
重
ね
る
こ
と
は
本
来
、経
験
に
よ
る
熟

練
や
人
間
関
係
の
熟
達
な
ど
豊
か
な
意
味
が

あ
り
ま
す
。高
齢
者
が
持
つ
経
験
値
を
活
か

せ
る
社
会
参
加
と
生
涯
輝
く
人
生
を
支
援
し
、

豊
か
な
幸
齢
社
会
の
実
現
の
た
め
、先
頭
に

立
っ
て
勇
猛
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 ▃ 

お
わ
り
に

　

今
の
時
代
を
生
き
る
わ
た
し
た
ち
は
、先

人
か
ら
受
け
継
い
だ
こ
の
大
蔵
村
を
全
村
民

の
協
力
の
も
と
、よ
り
良
い
村
に
育
て
、次
の

世
代
へ
引
き
継
ぐ
努
力
を
重
ね
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。村
政
の
発
展
に
は
多
様

な
意
見
が
大
切
で
す
。村
民
の
方
々
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
地
域
課
題
に
耳
を
傾
け
、村
政
運

営
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
、全
国
で
多
発
す
る
自
然
災
害
の
報

道
に
触
れ
、安
心・安
全
な
村
づ
く
り
は
村
政

運
営
の
上
で
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。本
村
の
場
合
、豪
雨
や
地
震
な
ど
の

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
救
助
活
動
な
ど
で

道
路
が
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。豪
雨
の

た
び
に
浸
水
や
土
砂
の
流
失
で
通
行
止
め
を

余
儀
な
く
さ
れ
、道
路
網
の
脆ぜ

い
じ
ゃ
く
せ
い

弱
性
が
課
題

と
な
り
ま
す
。今
後
、迂う

回
路
な
ど
の
ダ
ブ

ル
ル
ー
ト
の
確
保
を
図
り
、災
害
時
の
孤
立

地
区
が
解
消
さ
れ
る
と
と
も
に
、生
活
環
境

の
向
上
に
つ
な
が
る
道
路
網
の
確
立
を
視
野

に
整
備
促
進
に
傾
注
し
て
い
き
ま
す
。

 ▃ 

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
産
業
振
興

　
本
村
の
基
幹
産
業
の
双
璧
で
あ
る
農
業
と

観
光
産
業
な
ど
を
本
村
特
有
の「
な
り
わ
い
」

と
し
て
盛
り
上
げ
、未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
に

は
人
の
交
流
を
生
む
た
め
の
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。

　

本
村
の
農
業
は
基
盤
整
備
事
業
の
進
捗

と
歩
調
を
合
わ
せ
、園
芸
作
物
の
産
出
額
が

年
々
着
実
に
伸
び
て
い
ま
す
が
、人
口
減
少

に
伴
う
担
い
手
不
足
が
顕
著
で
す
。特
に
、

中
山
間
地
で
は
人
口
減
少
に
よ
り
、個
々
の

農
家
で
は
持
続
的
な
農
業
経
営
を
確
立
す
る

こ
と
が
困
難
な
状
況
も
あ
る
た
め
、集
落
営

農
や
農
業
生
産
法
人
に
よ
る
経
営
確
立
が
急

務
と
な
り
ま
す
。併
せ
て
、農
業
所
得
向
上

の
た
め
、米
や
ト
マ
ト
な
ど
大
蔵
村
産
の
農

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
確
立
に
努
め
て
い
き

児
童
生
徒
全
員
分
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
機
器
の
購

入
と
そ
の
使
用
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

村
と
し
て
、子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
を
応
援

す
る
と
と
も
に
、教
育
現
場
と
意
思
疎
通
を

図
り
な
が
ら
、学
ぶ
力
を
育
む
教
育
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。さ
ら
に
、学
校
だ
け
で

は
学
べ
な
い
教
育
の
強
化
に
も
引
き
続
き
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

 ▃ 

生
涯
す
こ
や
か
に
暮
ら
す
地
域
づ
く
り

　
村
民
す
べ
て
の
皆
様
が
心
の
あ
り
方
や
人

と
の
関
係
性
、健
康
状
態
す
べ
て
が「
す
こ
や

か
」に
活
躍
で
き
る「
生
活
の
し
や
す
い
環
境
」

を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。住
み

慣
れ
た
ふ
る
さ
と
で
、生
涯
す
こ
や
か
に
過

ご
す
た
め
に
は
健
康
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

今
後
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
、よ
り
充
実
し
た
生
涯
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
り
、村
民
の
運
動
習
慣
づ
く
り
な

ど
健
康
に
関
す
る
意
識
改
革
、啓
蒙
活
動
を

通
じ
て
、一
人
ひ
と
り
の
生
き
が
い
や
役
割

づ
く
り
の
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

併
せ
て
、障
が
い
を
持
つ
方
々
の
自
立
や
社

会
参
加
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
内
で
の
助
け
合
い
、「
共
助
や

互
助
」と
い
っ
た
考
え
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。生
活
習

慣
の
変
化
や
考
え
方
の
変
化
が
要
因
と
考
え

ま
す
が
、高
齢
化
に
向
か
う
社
会
に
あ
っ
て
、

地
域
で
の
助
け
合
い
の
心
は
ぜ
ひ
持
ち
続
け

　
こ
れ
ま
で
大
蔵
村
は
地
域
社
会
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
て
生
活
が
営
ま
れ
て
き
ま
し

た
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
つ
な
が

り
が
絶
た
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
意
を
配
し

た
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。令
和
の
時
代
を

迎
え
、今
後
の
村
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第

４
次
総
合
計
画
で
掲
げ
る
村
の
現
状
と
課
題

を
見
据
え
、次
の
５
つ
を
施
策
の
柱
と
し
て
、

行
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

 ▃ 

協
働
に
よ
る
持
続
可
能
な
村
づ
く
り

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
芽
生
え
た
若
い
方
々
の

取
り
組
み
な
ど
、村
民
主
導
の
自
主
的
な
活

動
が
継
続
的
に
発
生
し
、地
域
の
活
性
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
、地
域
団
体
の
育
成
や
連
携

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
本
村
は「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合
に

加
盟
し
、連
合
の
理
念
で
あ
る
人
々
の
生
活

の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
地
域
の
文
化
や
景
観

を
守
り
、よ
り
良
く
し
て
後
世
に
伝
え
て
い

く
と
い
う
運
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。村

内
の
清
水
城
址
や
夏
山
塚
、広
大
な
棚
田
、特

有
の
風
情
あ
る
肘
折
温
泉
の
街
並
み
、さ
ら

に
は
合
海
田
植
え
踊
り
や
大
蔵
太
鼓
、肘
折

さ
ん
げ
さ
ん
げ
、各
地
区
で
実
施
さ
れ
て
い

る
祭
り
な
ど
の
伝
統
芸
能
や
伝
統
行
事
等
も

保
存
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。今
後
、こ
う
し

た
場
所
や
行
事
な
ど
の
保
全
に
努
め
、交
流

人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

 ▃ 

安
心
で
き
る
安
全
な
生
活
環
境
づ
く
り

ま
す
。

　
肘
折
温
泉
を
核
と
し
た
本
村
の
観
光
産
業

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
大
き
く

受
け
て
お
り
、大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。国
や
県
の
経
済
対
策
を
活
用
し
な

が
ら
、村
独
自
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
と
き
こ
そ
、豪
雪
や
温
泉
、棚
田
な

ど
の
本
村
の
地
域
資
源
に
磨
き
を
か
け
る
こ

と
が
重
要
で
す
。特
に
、豪
雪
を
逆
手
に
取
っ

た
取
り
組
み
は
冬
期
間
の
観
光
振
興
策
と
し

て
大
き
な
話
題
に
な
り
ま
し
た
。今
後
も
肘

折
温
泉
な
ど
の
観
光
関
係
者
の
協
力
を
仰
ぎ

な
が
ら
、新
た
な
発
想
と
若
い
方
々
の
ア
イ
デ

ア
を
結
集
し
た
旅
行
商
品
を
つ
く
り
上
げ
、観

光
誘
客
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、地
域
経
済
の

復
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

 ▃ 

地
域
で
取
り
組
む
人
育
て
の
環
境
づ
く
り

　
村
の
宝
で
あ
る「
将
来
を
担
う
人
」を
地
域

全
体
で
育
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。本
村

で
は
子
ど
も
た
ち
の
愛
郷
心
の
醸
成
と
あ
わ

せ
、就
職
を
考
え
る
場
合
、村
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン

も
選
択
肢
と
し
て
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う
、

村
の
魅
力
向
上
に
も
強
い
思
い
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。こ
れ
ま
で
、子
育
て
支
援
や

教
育
環
境
の
充
実
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
、子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
登
校
す
る

こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
を
経
験
し
ま
し

た
。こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、リ
モ
ー
ト
で

の
授
業
実
施
も
視
野
に
議
論
が
進
め
ら
れ
、

令
和
３
年
度 

重
点
施
策

協
働
に
よ
る
持
続
可
能
な
村
づ
く
り

・
地
域
活
性
化
推
進
事
業

・
小
型
除
雪
機
械
導
入
事
業

安
心
で
き
る
安
全
な
生
活
環
境
づ
く
り

・
村
道
合
海
大
坪
線
道
路
改
良
事
業

・
村
道
清
水
合
海
線
散
水
消
雪
更
新
事
業

　
苦
水
橋
橋
梁
長
寿
命
化
対
策
事
業

　
猿
屋
敷
橋
橋
梁
長
寿
命
化
対
策
事
業

・
除
雪
車
購
入
事
業

・
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車
購
入
事
業

・
消
火
栓
設
置
及
び
更
新
事
業

・
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事
業

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
産
業
振
興

　
全
国
棚
田（
千
枚
田
）サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

・
山
間
地
域
等
農
業
機
械
導
入
支
援
事
業

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
の
推
進

・
小
規
模
事
業
者
持
続
化
事
業

　
カ
ル
デ
ラ
温
泉
館
改
修
事
業

地
域
で
取
り
組
む
人
育
て
の
環
境
づ
く
り

・
０
歳
児
か
ら
の
保
育
受
入
れ

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
６
年
生
ま
で
受
入
れ

・
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
村
営
塾
や

教
育
講
演
会
の
実
施

・
大
蔵
中
学
校
長
寿
命
化
改
修
事
業

生
涯
す
こ
や
か
に
暮
ら
す
地
域
づ
く
り

・
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

・
一
人
暮
ら
し
老
人
を
は
じ
め
と
す
る

要
支
援
者
巡
回
事
業

・
各
種
予
防
接
種
に
対
す
る
助
成
な
ど

施政方針と当初予算

New New New New

真の豊かさを求め
心寄せ合った村の実現へ
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分担金及び負担金等
　4.0％村税

　7.2％

繰入金
　14.9％

寄附金
　2.6％

地方交付税　46.2％

国庫支出金
　5.2％

県支出金
　4.5％

村債
　12.8％

地方消費税交付金等
　1.9％

諸支出金・予備費
　0.1％

総務費
　16.5％

民生費
　16.4％

衛生費
　6.8％

土木費
　17.9％

消防費　3.4％

教育費
　13.3％

公債費
　13.3％

農林
水産業費
　6.2％

労働費
　0.1％商工費　3.6％

災害復旧費
　0.7％

議会費　1.7％ 地方譲与税　0.7％

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

一般会計
歳出

一般会計
歳入

自主
財
源

依 存 財 源

38億
1,000万円

31億
1,500万円 30億

5,000万円

35億
6,000万円 33億

8,000万円

36億
7,000万円

39億
9,000万円

39億
7,000万円 37億

3,000万円 35億
9,000万円

38億
5,000万円

令和３年度特別会計予算額一般会計の当初予算額の推移

村民1人あたりの予算額

約1,241,935円
（令和3年3月1日現在 人口：3,100人）

令和３年度 一般会計当初予算　　（前年度比 4,000万円の増）

38億5,000万円

予算

会　　計　　名 本 年 度 前 年 度 増減率(％)
国民健康保険特別会計 3億8,400万円 3億9,760万円 △ 3.4

簡易水道事業特別会計 1億2,340万円 2億1,720万円 △ 43.2

特定環境保全公共下水道事業特別会計 1億6,510万円 1億6,410万円 0.6

へき地診療所特別会計 2億3,120万円 2億2,580万円 2.4

介護保険特別会計 4億3,730万円 4億6,650万円 △ 6.3

浄化槽整備事業特別会計 2,530万円 3,240万円 △ 21.9

後期高齢者医療特別会計 3,770万円 3,790万円 △ 0.5

令和３年度一般会計の主な事業

　（単位：千円）

■ 総務費	 634,954
ふるさと納税推進事業	 57,486
村営バス運行事業	 48,116
地域活性化推進事業	 12,190
広域行政の推進事業	 9,937
移住支援事業	 1,000

■ 民生費	 631,711
障害福祉事業	 130,648
児童福祉施設費	 130,619
老人福祉事業	 85,069
児童手当	 40,050

■ 衛生費	 263,162
へき地診療所運営費繰出金	 72,004
広域行政の推進事業	 47,477
ごみ収集事業	 13,063

■ 農林水産業費	 236,852
中山間地域等直接支払交付金事業	 46,896
農地整備事業	 33,480
多面的機能支払交付金事業	 25,860
生産物直売所解体事業	 11,000
棚田サミット実行委員会負担金	 9,000
山間地域等農業機械導入支援事業	 6,000

■ 商工費	 138,417
地域活性化促進事業	 42,478
観光振興事業	 29,196
カルデラ温泉館改修事業	 18,500

■ 土木費	 687,567
村道合海大坪線道路改良事業	 152,500
村道除排雪対策事業	 131,500
道路維持事業	 116,086
除雪車購入事業	 55,000
橋梁長寿命化対策事業	 37,000

■ 消防費	 131,003
広域行政の推進事業	 65,947
消防施設整備費	 31,609
消火栓設置及び更新事業	 15,750
消防ポンプ積載車購入事業	 12,460

■ 教育費	 512,902
大蔵中学校長寿命化改修事業	 181,000
大蔵小・中学校管理運営事業	 101,572
スクールバス運行管理事業	 49,496
生涯学習センター管理運営事業	 14,319
おおくら未来塾事業	 4,200

■ 災害復旧費	 27,589
公共土木施設災害復旧事業	 23,749
農林水産業施設災害復旧事業	 3,840

	

一
般
会
計
の
概
要

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
の
当
初

予
算
総
額
は
38
億
５
千
万
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
４
千
万

円
、率
に
し
て
１
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
歳
入
は
、地
方
交
付
税
や
村
債
、

国・県
支
出
金
の
割
合
が
非
常
に
大

き
く
な
っ
て
お
り
、国
の
地
方
財
政

対
策
の
動
向
次
第
で
村
の
財
政
運

営
が
大
き
く
左
右
さ
れ
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
課
税
客
体

の
極
め
て
少
な
い
本
村
で
は
、村
税

な
ど
の
自
主
財
源
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
土
木
費
が
全
体
の

17
・
９
％
を
占
め
、続
い
て
総
務

費
16
・
５
％
、
民
生
費
16
・
４
％
、

教
育
費
と
公
債
費
が
13・
３
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
土
木
費
の
主
な

事
業
と
し
て
は
、村
道
合
海
大
坪

線
道
路
改
良
事
業
、橋
梁
長
寿
命

化
対
策
事
業
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、教
育
費
に
お
い
て
令

和
２
年
度
か
ら
２
か
年
で
大
蔵
中

学
校
長
寿
命
化
改
修
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

	

特
別
会
計
の
概
要

　

特
別
会
計
は
特
定
の
事
業
を
行

う
場
合
、そ
の
特
定
の
歳
入
を
も
っ

て
特
定
の
歳
出
に
充
て
る
た
め
に

設
置
さ
れ
る
会
計
で
、村
に
は
７
つ

の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
で
は
、令
和
２
年

７
月
豪
雨
災
害
に
よ
り
浸
水
し
た

肘
折
下
水
処
理
場
の
災
害
対
策

と
し
て
耐
水
化
事
業
を
令
和
３
年

度
か
ら
予
定
し
て
い
ま
す
。
へ
き

地
診
療
所
特
別
会
計
で
は
、内
視

鏡
ビ
デ
オ
ス
コ
ー
プ
シ
ス
テ
ム
装
置

の
更
新
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
特

別
会
計
予
算
の
合
計
は
前
年
度
比

１
億
３
千
７
５
０
万
円（
８
．９
％
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も「
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
挙
げ
る
」
と
い
う
地

方
自
治
の
本
旨
に
の
っ
と
り
、健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

施政方針と当初予算



無料　　　　２回接種

半そで 襟ぐりの
ゆるい服
襟ぐりの
ゆるい服

ワクチン接種当日の服装 当日の持ち物
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　ワクチンは肩周辺に注射するので、半そでやボタ
ンで開け閉めできるシャツ、襟ぐりのゆるい服など、
すぐに肩を出せる服を着ましょう。その上からカー
ディガンやジャージ、ジャンパーなどの厚手で、脱
ぎ着が簡単な前開きの服を着ましょう。

□	 予診票
必ず自宅にて、ボールペンで記入してきてく
ださい。記入していないと受付が混雑し、他
の方に迷惑がかかります。

□	 接種券
接種券のシールははがさず、そのままお持ち
ください。

□	 本人確認ができるもの
健康保険証や運転免許証など

　大蔵村では4月18日（日）から新型コロナウイルスのワクチン接種が始まります。国からのワクチン配分状
況により、大蔵村では70歳以上の高齢者の方から接種を開始することになりました。70歳以上の方には4
月上旬に「予防接種のご案内」を個人ごとにお送りいたします。また、65歳以上70歳未満の方の接種時期は
5/30（日）と6/20（日）を予定しています。今後のワクチンの配分状況により変更になる可能性がありますが、
ワクチンの配分が確定し、時期が近くなりましたら、個人通知をお送りします。
　ワクチン接種について、質問のある方は事前にかかりつけ医にご相談ください。

接種当日の体温を測る

　接種当日の朝、体温を測りま
しょう。37.5℃以上の発熱が
ある方はワクチンの接種はでき
ません。「予防接種のご案内」
に入っていた予診票１枚と接種
券、本人確認ができるものを忘
れずに持っていきましょう。

医師による問診

　接種前に予診票をもとに、一
人ひとり、問診を行います。そ
の日の体調や過去に予防接種で
具合が悪くなったことがないか
などを問診します。

帰宅

　体調観察が終わったらグルー
プごとに移動します。バスに
乗って会場に来た方はバスに乗
り込みます。会場案内係が誘導
します。

体調観察

　ワクチン接種が終わったらそ
の場で15分以上の体調観察を
行います。注射した部分は揉ん
だり押さえたりする必要はあり
ません。すぐに服を直しましょう。

ワクチンの接種

　利き腕でない方の肩にワクチ
ンを接種します。椅子に座った
らジャンパーなどの上着は脱い
で、肩を出して準備をしましょ
う。

予診票はボールペンで

　記入例を見ながら、１回目の
予診票の太枠で囲まれている部
分をボールペンで記入していき
ます。下の部分の署名欄も忘れ
ずに書きましょう。
（予診票は１回目と２回目の接
種前にそれぞれ記入します）

会場到着後は受付へ

　接種会場に着いたら受付を行
います。予診票と接種券、本人
確認ができるものをすぐに出せ
るように準備をしておいてくだ
さい。

個人通知が届きます

　70歳以上の方には「予防接種
のご案内」の個人通知を４月上
旬にお送りします。封筒の中には

「接種日時・接種場所・バスの集
合時間のご案内」、「接種券」、「2
回分の予診票」、「予診票の記入
例」が入っています。

集合場所へ

　バスを運行しますので必ず集合
時間に合わせて、集合場所に向か
います。早すぎても遅すぎても×。
予定の時間よりも早く出発するこ
とはありませんので、ご安心を。

当日

1

当日

4
当日

7
当日

6
当日

5
当日

3
当日

2

準備

2
準備

1

大蔵村では70歳以上の方から順次開始

新型コロナウイルスの
ワクチン接種が始まります

◦ワクチンの副反応に関する相談「山形県ワクチンコールセンター」	 20120-567-690
◦ワクチン接種に関する相談「大蔵村新型コロナワクチン接種対策班」	 20233-75-2324

　大蔵村では３月17日(水)、村中央公民館でワ
クチン接種にむけたシミュレーションを清水・合
海・烏川のふれあいサロンの皆さんの協力で実施
しました。
　もし、接種会場で血圧の低下や息苦しさ、嘔吐
などアナフィラキシーの症状が発生しても、医師
がすぐに対応できる状態で接種をしますので、ご
安心ください。

ワクチン接種の
シミュレーションを実施

アナフィラキシー対応訓練の様子
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室内版のグラウンドゴルフ
フロアゴルフで冬の健康づくり
　2月26日（金）、赤松生涯学習センターでフロアゴル
フが開催されました。フロアゴルフはグラウンドゴル
フの室内版として、Oh蔵SPORTが考案したスポーツ
です。この日はグラウンドゴルフ愛好者を中心に18
人が参加しました。ゴツゴツとしたボールを使い、ゲ
ートをくぐり抜けてホールポストに入れるため、難し
さはあるものの、集まった人たちは5チームに分かれ
てゲームを楽しみました。

小学生自然体験事業
おおくら雪山塾が初開催！
　3月21日（日）、小学5・6年生を対象としたおおく
ら雪山塾が初めて開催されました。小学生13人と高
校生ボランティアサークル「ぎゃらくと」のメンバー
8人でクロスカントリースキーを履き、鍵金野地区を
スタートしました。途中、大蔵鉱山で歴史学習をしな
がら、ゴールのカルデラ温泉館に向けて歩きました。
子どもたちは転びながらも懸命に進み、最後は「楽し
かった！」と達成感に満ちあふれた様子でした。

▲ ホールポストが小高い丘になっているコースも

▲ 2m 以上の雪の上をクロスカントリースキーを履いて歩きました

大蔵村教育長に
有馬眞裕（清水二）さんを再任

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基
づき任期満了となる教育長に、有馬眞裕さん（清
水二）が３月定例会において議会の同意を得て、
再任されました。
　任期は５月２日から３年間となります。今後と
もよろしくお願いいたします。

農事組合法人グリーンライスファームが
グッドハーベストコンクールで県知事賞を受賞

　3月22日（月）、農事組合法人グリーンライス
ファーム（柿崎康宏代表理事）が県グッドハーベス
トコンクールのそばの部で県知事賞を受賞しまし
た。県平年の２倍以上と収穫量が多く、経営や技
術の向上に取り組んでいることなどが評価されま
した。おめでとうございます。

VILLAGE NEWS

巨大雪だるまおおくら君27世が完成�
おおくら雪ものがたり
　3月18日（木）、巨大雪だるま「おおくら君27世」の
完成式が肘折いでゆ館前で行われました。おおくら君
27世は身長11.4ｍ、ウエスト104ｍ、体重2,188tと
昨年よりも大きな雪だるまになりました。今年は大蔵
中学校1年生の中島蒼

あ お

依
い

さん（沼の台）のイラストが採
用され、新型コロナウイルス収束とその心構え、凛々
しさが表現されています。3月20日（土）には同会場で
おおくら雪ものがたりが開催され、雪だるまと花火の
共演を多くの人が観覧しました。

1_ 肘折保育所の子どもたちが完成式
でお祝いにかけつけました　2_おおく
ら君27世の背中にある滑り台で遊ぶ子
どもたち　3_おおくらくんが登場し会
場を盛り上げました　4_花火とおおく
ら君とのコラボレーション

3 42

　村統計調査員の國分政子さん（通り）が永年にわたり農林業センサス等の調査員を務めた功績が評価され、
農林水産大臣表彰を受賞しました。國分さんは昭和43年に村統計調査員に就任して以来、数多くの統計調
査に従事してきました。県農業基本調査では昭和44年から13回調査員として従事し、農林業センサスでは
昭和45年以来、5年ごとに毎回従事してこられました。誠におめでとうございます。

國分政子さん（通り）が農林水産大臣表彰を受賞

1

令和２年度自治功労者表彰式及び卓越技能者顕彰式

● 感謝状受賞者
結城　広行さん（金　山）	 農事代表	 10年9か月
鈴木　求さん　 （藤田沢）	 農事代表	 10年9か月
門脇　邦義さん（滝の沢）	 民生児童委員	 10年1か月
早坂富士子さん（大　坪）	 民生児童委員	 10年2か月 
信田　良子さん（合　海）	 民生児童委員	 10年1か月 
長南　慎一さん（豊　牧）	スポーツ推進委員	16年9か月
八鍬　文雄さん（赤　松）	スポーツ推進委員	16年
後藤　博之さん（合　海）	 山形県警部補 清水駐在所勤務

● 卓越技能顕彰者
横山　榮吉さん（肘　折）	 建築大工として通算63年9か月在職

※ 在職期間は令和3年1月1日現在
　3月17日（水）、役場で令和２年度自治功労者表
彰式及び卓越技能者顕彰式が行われました。受賞
者のみなさん誠におめでとうございます。
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教育委員会
教 育 課 長 鳴　海　由紀子
指 導 主 幹 高　橋　政　志
課 長 補 佐 羽　賀　明　美
生 涯 学 習 主 査 佐　藤　美　輝
生 涯 学 習 係 長 早　坂　広　行
教 育 総 務 係 長 小　林　大　輔
主 事 後　藤　和　也
主 事 斎　藤　健　一

大蔵小学校
調 理 師 田　中　二三代
調 理 師 笠　原　和　代

大蔵中学校
用 務 員 志　村　敏　子
調 理 師 伊　藤　清　美
調 理 師 小　屋　こづえ

大蔵村診療所
診 療 所 長 荒　川　光　昭
歯 科 医 長 伊　藤　充　也
医 科 医 長 深　瀬　　　龍
事 務 長 小　野　秀　司
主 任 看 護 師 佐　藤　睦　子
主 任 看 護 師 渡　辺　美津代
主 任 看 護 師 若　槻　和　枝
看 護 師 伊　藤　　　葵
主任歯科技工士 竹　田　洋　之
歯 科 衛 生 士 山　下　こず絵
歯 科 衛 生 士 鈴　木　唯　加
歯 科 衛 生 士 奥　山　実　夢
歯 科 助 手 安 彦 知 佳

選挙管理委員会（兼任）
書 記 長 矢　口　真二郎
書 記 岡　部　雅　人
書 記 門　脇　　　毅
書 記 早　坂　和　洋
書 記 早　坂　洋　大
書 記 八　鍬　むつ美
書 記 富　樫　由貴子

健康福祉課
課 長 田部井　英　俊
福 祉 係 長 早　坂　直　彦
健 康 衛 生 係 長 伊　藤　浩　司
主 任 早　坂　優　範
主 事 安　彦　七　海
主 事 補 斉　藤　　　怜
主 事 補 斎　藤　美　里
主 任 保 健 師 早　坂　八千代
主 任 保 健 師 八　鍬　和　生
保 健 師 植　木　美　緒
健康福祉課付主任（社会福祉協議会）

五十嵐　千　絵

大蔵村保育所
保 育 所 長 小　内　仁　美
主 任 保 育 士 八　鍬　那　奈
保 育 士 髙　橋　陽　子
保 育 士（放課後児童クラブ担当）

八　鍬　美　幸
保 育 士 佐　藤　裕　美
保 育 士 笹　原　美　愛
保 育 士 高　橋　芽　生
保 育 士 鈴　木　理　沙
調 理 師 國　分　愛　子
調 理 師 岩　渕　あゆみ
調 理 師 安　彦　さやか
調 理 師 横　山　沙　知

肘折保育所
（兼）保 育 所 長 小　内　仁　美
主 任 保 育 士 佐　藤　友　美
保 育 士 佐　藤　英　伸
調 理 師 国　分　真理子

地域整備課
課 長 髙　山　和　広
課長補佐兼建設係長 早　坂　健　司
上 下 水 道 係 長 柴　田　浩　充
維 持 管 理 係 長 信　田　祐　作
主 任 鈴　木　祐　一
主 事 森　　　友　宏
主 事 補 古　瀬　凱　敏
主 事 補 佐　藤　歩　武

総務課
課 長 矢　口　真二郎
政策推進主査兼政策推進係長 岡　部　雅　人
総務主査兼総務係長 門　脇　　　毅
財 政 係 長 早　坂　和　洋
主 任 早　坂　洋　大
主 任 八　鍬　むつ美
主 任 富　樫　由貴子

危機管理室
室長兼危機対策係長 佐　藤　克　也
消防防災主査兼消防防災係長 八　鍬　　　弘

住民税務課
課 長 長　南　正　寿
課 長 補 佐 中　島　輝　美
税 務 主 査 佐　藤　信　一
住民主査兼住民係長 八　鍬　充　教
国 保 年 金 係 長 齋　藤　祐　介
税 務 係 長 元　木　文　恵
主 任 海　藤　俊　輔
主 任 太　田　有希子
主 事 補 八　鍬　杏　子

産業振興課
課 長 越　後　　　享
課長補佐兼農村整備係長 若　槻　　　寛
商工観光主査兼商工観光係長 今　井　啓　之
農政主査兼農政係長 三　原　伸　也
農 地 係 長 今　田　智　紀
主 任 佐　藤　寛　子
主 任 須　田　　　純
主 任 横　山　鳳　夫
主 事 柿　崎　洋　一
主 事 伊　藤　　　望
主 事 補 早　坂　　　蓮

会計室
会計管理者兼会計室長 滝　沢　恒　彦
出納主査兼出納係長 井　上　沙　織

議会事務局
事 務 局 長 東　谷　英　真

■ 昇　　任
氏　名 新　　任 前　　任

田部井　英　俊 健康福祉課長 健康福祉課課長補佐兼福祉係長
早 坂 健 司 地域整備課課長補佐兼建設係長 地域整備課建設主査兼建設係長
門　脇　　　毅 総務課総務主査兼総務係長 総務課総務係長
三 原 伸 也 産業振興課農政主査兼農政係長 産業振興課農政係長
八 鍬 和 生 健康福祉課主任保健師 健康福祉課保健師
小 林 大 輔 教育委員会教育課教育総務係長 教育委員会教育課主任
元 木 文 恵 住民税務課税務係長 住民税務課主任
富　樫　由貴子 総務課主任 総務課主事
横 山 鳳 夫 産業振興課主任 産業振興課主事
斎 藤 健 一 教育委員会教育課主事 教育委員会教育課主事補
伊　藤　　　望 産業振興課主事 産業振興課主事補

■ 異　　動
氏　名 新　　任 前　　任

滝 沢 恒 彦 会計管理者兼会計室長 総務課長
矢　口　真二郎 総務課長 教育委員会教育課長
鳴　海　由紀子 教育委員会教育課長 会計管理者兼会計室長
東 谷 英 真 議会事務局長 健康福祉課付課長（社会福祉協議会派遣）
若　槻　　　寛 産業振興課課長補佐兼農村整備係長 産業振興課課長補佐
羽 賀 明 美 教育委員会教育課課長補佐 教育委員会教育課課長補佐兼教育総務係長
佐 藤 信 一 住民税務課税務主査 住民税務課税務主査兼税務係長
早 坂 直 彦 健康福祉課福祉係長 総務課財政係長
早 坂 和 洋 総務課財政係長 産業振興課農村整備係長
須　田　　　純 産業振興課主任 地域整備課主任
五十嵐　千　絵 健康福祉課付主任（社会福祉協議会派遣） 健康福祉課主任
安 彦 七 海 健康福祉課主事 住民税務課主事
佐 藤 友 美 肘折保育所主任保育士 大蔵村保育所主任保育士
八 鍬 那 奈 大蔵村保育所主任保育士 大蔵村保育所主任保育士（放課後児童クラブ担当）
八 鍬 美 幸 大蔵村保育所保育士（放課後児童クラブ担当） 肘折保育所保育士
横 山 沙 知 大蔵村保育所調理師 大蔵中学校調理師

■ 新規採用
氏　名 新　　任

斎 藤 美 里 健康福祉課主事補
八 鍬 杏 子 住民税務課主事補
佐 藤 歩 武 地域整備課主事補
奥 山 実 夢 大蔵村診療所歯科衛生士

■ 退　　職 令和３年３月31日付
氏　名 前　　任

早 坂 勇 一 議会事務局長
国 分 浩 一 健康福祉課長
小　屋　喜代子 大蔵村診療所歯科医療事務員 

大蔵村職員体制
村　長　加 藤 正 美　 　副村長　安 彦 加 一　 　教育長　有 馬 眞 裕

人事異動
４月１日付で村職員人事異動が次のように行われました。よろしくお願いいたします。
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舟形町最上町

01

大蔵村

　PCR検査は新型コロナウイルスに感染しているか、判断するた
めの検査です。陽性なら新型コロナウイルスと診断できますが、
陰性だから新型コロナウイルスに感染していないとは言い切れま
せん。陰性だった人のうち約30％が「実は新型コロナウイルスに
感染していた」と後からわかることがありうる検査だからです。
　また、抗原検査も「陰性＝感染していない」とは言えない検査
です。残念ですが、「新型コロナウイルスではない」と間違いなく
診断できる検査は存在しないのです。医療機関で医師から勧め
られて検査を受けた方は 「新型コロナウイルスに感染している可
能性がある」 から検査をされています。もし、医師から新型コロ
ナウイルスの検査を勧められたら、陰性だったとしても２週間は
感染しているつもりで感染対策をがんばりましょう。

１万2千年前の
縄文時代の文化「縄文文化」とは

　今から約1万2千年前に始まり、その後約1万
年にわたり続いた縄文時代の文化を「縄文文化」
と称します。縄文時代になると人々は定住して生
活するようになりました。縄文時代の人たちは、
調理するための網目模様の土器（縄文土器）や植
物を編み込んだ衣服（アンギン）などさまざまな
道具を発明しています。
木の実などの採取や狩
猟を行いながら、集落
をつくり生活していた
といわれています。

大蔵村・最上町・舟形町の縄文文化を
シリーズで紹介していきます

最上南部3町村縄文文化発信推進会議

繋げよう 縄文の輪　｜3町村に共通する縄文文化｜

　最上川と小国川流域にある大蔵村・最上町・
舟形町からは縄文時代の土器や土偶が発見され
ています。この最上小国川流域にどんな暮らし
や文化があったのかをシリーズで紹介していき
ます。また、各町村の縄文文化に関するイベン
トなども今後紹介していきます。

第4回 PCR検査もまちがえる
「新型コロナウイルスではない」と
間違いなく診断できる検査はありません

診療所 深瀬龍先生の
新型コロナこらむ

後から
感染していると
わかることも

PCR検査が
陰性だから
大丈夫！

付が猶予される制度があります。お手続きは役場窓
口またはお近くの年金事務所で行うことができます。
▶保険料は前納（まとめて前払い）がお得
　国民年金保険料の前納制度を活用し現金でまと
めて支払うと表のとおり割引があり、お得です。

納付方法 前納額 割引額

6か月前納   98,850円      810円

1年前納 195,780円   3,540円

2年前納 383,810円 14,590円

※２年前納で納付するためには年金事務所へのお
手続きが必要です。

▶国民年金種別の変更について
　就職や退職、結婚などで国民年金種別が変更に
なった場合は、その都度届出が必要です。
▶国民年金種別の変更手続き時の必要書類
　印鑑、保険証、年金手帳、社会保険・厚生年金
資格喪失連絡票などの資格喪失日のわかる書類、
マイナンバーカードをお持ちください。
問住民税務課 国保年金係	 275-2103（内線263）

令和3年度
農事代表のみなさんを紹介します

▶各地区の農事代表のみなさんです
　１年間よろしくお願いします。

熊　高 熊沢　　健 金　山 結城　広行

通　り 國分　　武 鍵金野 早坂　敏雄

白須賀 早坂　勇一 豊　牧 長南　春義

上竹野 土田　義勝 滝の沢 門脇　邦義

比良稲沢 柿㟢　静男 沼の台 須藤才太郎

藤田沢 鈴木　　求 平　林 海藤　秀男

桂 芦原　宏美 赤　松 八鍬　稔幸

清　水 海藤　一利 烏　川 八鍬　和之

合　海 信田　寿美 升　玉 八鍬　春雄

作の巻 八鍬　　清

大　坪 髙橋　秀夫

塩 柿崎　敏也

柳　渕 早坂　秀一

肘　折 横山　勇悦

問産業振興課 農政係	 275-2105（内線234）

令和3年度
地区代表のみなさんを紹介します

▶各地区の地区代表のみなさんです
　１年間よろしくお願いします。

熊　高 矢口　　智 塩 八鍬　栄幸

通　り 後藤　俊悦 柳　渕 伊藤冨士夫

白須賀 加藤　重也 肘　折 大友　久士

上竹野 国分　　明 金　山 菅野　　熟

比良稲沢 武田　光樹 鍵金野 早坂　　充

藤田沢 鈴木貫太郎 豊　牧 中島富美雄

桂 芦原　孝幸 滝の沢 佐藤利富美

清水一 柴田　輝義 沼の台 中島　敏範

清水二 海藤　邦夫 平　林 須藤　正広

清水三 土屋　　徹 赤　松 八鍬　泰一

清水台 土田　富明 烏　川 八鍬　忠義

合　海 矢作　俊郎 升　玉 八鍬　哲也

作の巻 安彦　敏春 季の里 佐藤　利男

大　坪 佐藤　清春

問総務課 総務係	 275-2111（内線211）

陰性でも
「コロナじゃない」とは言えません。
コロナのつもりで感染対策を！

━→

令和３年度の国民年金保険料は月額16,610円です
保険料は前納（まとめて前払い）をすることもできます

▶国民年金は20歳から！
　国民年金は、自分で働くことができる間に、みん
なで保険料を出し合い、自分で働いて収入を得るこ
とができなくなったときに年金を受け取り、生涯の
生活を維持していこうという考えでつくられたしく
みです。日本国内に住所のある20歳から60歳未満
のすべての人は国民年金に加入し、その保険料を
納めることが義務づけられています。年をとったと
きや病気やけがで障がいが残ったときに、保険料を
納めた期間に応じて年金を受け取ることができます。
▶令和3年度の国民年金保険料
　令和3年度の国民年金保険料は月額16,610円
です。日本年金機構が送付する納付書を使って、金
融機関や郵便局のほか、コンビニエンスストアで納
めることができます。毎月の保険料は、翌月末日ま
で納めてください。納付期限までに保険料を納めな
いと、障害基礎年金や遺族基礎年金を受給できな
い場合がありますので、ご注意ください。
▶学生納付特例制度
　20歳になったときから国民年金保険料の納付が
必要ですが、学生は申請により在学中保険料の納
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新一年生のみんな～！
おめでとう♪

大蔵村中央公民館 図書室だより
教育委員会 生涯学習係

おすすめの本を紹介します
▶ パンどろぼう	 柴田ケイコ/KADOKAWA

　まちのパンやからとびだす、ひ
とつのかげ。パンがパンをかつい
でにげていきます。「おれはパン
どろぼう。おいしいパンをさがし
もとめる、おおどろぼうさ」パン
に包まれたその正体とは⁈お茶
目でにくめないパンどろぼうが
今日も事件を巻き起こす！ 

▶ オルタネート	 加藤シゲアキ/新潮社

　高校生限定のマッチングアプリ
「オルタネート」が必須になった
時代。東京のとある高校を舞台に
３人の若者の運命が鮮やかに加速
していく。恋とは、友情とは、家
族とは。人と「繋がる」とはなに
か。デジタルの世界と未分化な感
情が織りなす物語の果てに待ち受
ける未来とは――。

新刊図書を紹介します
▶ 児童むけの新刊図書
◦あかちゃん　tupera tupera/ブロンズ新社 
◦いろいろおふろはいり隊！　穂高順也/教育画劇
◦こたつうし　かわまたねね/世界文化社 
◦じゃない！　チョーヒカル/フレーベル館
◦なんでもたしざん　ナイジェルグラフ/オークラ出版
◦かいけつゾロリ うちゅう大さくせん　原ゆたか/ポプラ社
◦劇場版 鬼滅の刃 無限列車編　吾峠呼世晴/集英社

▶ 大人むけの新刊図書
◦アンと愛情　坂本司/光文社
◦お探し物は図書室まで　青山美智子/ポプラ社
◦さくら　西加奈子/小学館
◦スマホ脳　アンデシュ・ハンセン/新潮社
◦ブラック・ショーマンと名もなき町の殺人　東野圭吾/光文社
◦461個のおべんとう　丸山智/朝日新聞出版 
◦魔法のてぬきおやつ　てぬキッチン/ワニブックス

年に数回、
新書の紹介
をします。

戸籍の窓 2月16日～
3月15日届出分

お誕生おめでとう
地　区 お名前 保護者名

熊　高 今坂　蒼
そ

空
ら

くん 謙太郎
豊　牧 石川　葵

き

悠
は る

ちゃん 竜美

お悔やみ申し上げます
地　区 お名前（年齢） 世帯主

塩 柿崎　義美（68） 洋　一
平林 須藤　福壽（92） 孝

※届出の際に、掲載希望の確認を行って
います。担当窓口にお申し出ください。

人のうごき 令和3年2月末現在
（　）は昨年同期

世帯数 1,047戸	 （1,052戸）
人　口 3,101人	 （3,154人）
　　男 1,546人	 （1,568人）
　　女 1,555人	 （1,586人）
出　生 男  1人 女  0人 計  1人
死　亡 男  4人 女  4人 計  8人
転　入 男  5人 女  3人 計  8人
転　出 男  1人 女  2人 計  3人

４月の予定

  1日（木） 大蔵村消防団辞令交付式
  3日（土） 大蔵村保育所入所式
  7日（水） 大蔵小学校入学式
  8日（木） 大蔵中学校入学式
  9日（金） 肘折保育所入所式
20日（火） 地区代表者会議
20日（火） 農事代表者会議
25〜27日（日～火） 聖火リレートーチ展示
29日（木） 大蔵中学校運動会

暮らしの情報
　

information

全国自治宝くじ販売中！
春の開運宝くじ

　「春の開運宝くじ」が4/27(火)
まで販売されています。宝くじ売
り場またはインターネットの宝く
じサイトでご購入ください。
　宝くじの収益は市町村の明るく
住みよいまちづくりに使われてい
ます。
問山形県総務部財政課

	 2023-630-2044
危険物取扱者・消防設備士の
免状をお持ちのみなさんへ

　危険物取扱者・消防設備士の義
務として、消防法令では免状交付
の日から10年以内ごとに写真の
書き換えをしなければならない規
定となっています。免状の期限を
確認のうえ、手続きください。
※書換申請書は消防試験研究セン

ター山形県支部、各消防本部、
県庁消防救急課、県総合支庁で
受け取ることができます。

問（一財）消防試験研究センター
　山形県支部	 2023-631-0761

休暇をとって、
春を感じませんか？

　新型コロナウイルス感染症対策
として、新しい生活様式が求めら
れています。新しい働き方・休み
方を実践するために、計画的な業
務運営や休暇の分散化にも資する
年次有給休暇の計画的付与制度や
労働者のさまざまな事情に応じた
柔軟な働き方・休み方に資する時
間単位の年次有給休暇制度の導入

※開講式は4/12（月）18：00から
行います。

※受講生は随時募集中。講座の見
学も可能です。

問最上地区国際交流協会事務局
	 (山形新聞放送最北総支社内)	 222-3580

国家公務員採用試験の
お知らせ

　人事院では国家公務員採用一般
職試験(高卒者試験)を実施します。
▶第1次試験日
　9/5(日)
▶申込受付期間
　6/21（月）9：00～6/30（水）
　（受信有効）
▶受験申込方法
　インターネット申し込み
※申込方法や受験資格等の詳しい

内容については人事院ホーム
ページまたは下記にお問い合わ
せください。

　国家公務員試験採用情報NAVI
　https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.html
問人事院東北事務局第二課試験係
　	 2022-221-2022

新庄市夜間休日診療所の
ご案内

▶新庄市保健センター内に開設
　 229-6300
▶診療科目　内科・小児科
▶夜間受付（月～土）

18：30～21：00
▶休日受付（日・祝日・12/31～1/3）

8：30～11：30／13：00～16：30
問新庄市健康課健康推進室

222-2111

が効果的です。詳しくは山形労働
局雇用環境・均等室にお問い合わ
せください。
問山形労働局雇用環境・均等室	

2023-624-8228
あなたの大切な遺言書を

法務局（遺言保管所）が守ります
　法務局で自筆証書遺言書を保管
する手続きができるようになりま
した。遺言者本人が財産目録を除
く遺言書の全文、日付、氏名を自
署することができれば誰でも自筆
証書遺言書を作成することができ
ます。作成した遺言書は法務局に
保管することで「遺言書が見つか
らない」「遺言書が改ざんされた」
などの問題を防ぐことができます。
本制度の手続きを詳しく知りたい
方は電話予約をお願いします。な
お、遺言書の内容に関する相談は
お受けできません。
問山形地方法務局新庄支局総務係

222-7528
最上地区国際交流協会

中国語講座の受講生募集
▶とき

原則毎週月曜日（各級50分）
初級18：15～ / 中級 19：10～

▶場所
　山形新聞放送最北総支社
▶講師
　保科秀艶 氏
▶月額の受講料

初級のみ：2,000円
中級のみ：2,500円
両コース：2,500円

COVER
── 表紙の写真 ──

　この春、23名の生徒が大
蔵中学校を卒業しました。卒
業生代表の答辞では「笑いあ
った日も泣いた日もすべてが
宝物です」という言葉があり
ました。
撮 影 日：3月16日
撮影場所：大蔵中学校

卒業式シーズン到来。
今年も保育所・小学

校・中学校の式の取材
におじゃましてきました。卒業生
からは先生や家族、友だちへの感
謝の言葉が伝えられました。その
言葉を聞きながら、子どもたちの
登下校の様子や運動会の一場面を
思い出し、胸が熱くなりました。
みなさんの新天地での活躍を期待

しております。さて、新型コロナ
ウイルスの流行から1年以上。今
月から大蔵村でもワクチン接種が
スタートします。3月にお配りし
たワクチンの手引き中に「ワクチ
ンは元の日常を取り戻すための特
効薬」という言葉がありました。
ワクチン接種とともに、引き続き
マスク・手洗い・三密防止に取り
組んでいきましょう。

編 集
後 記
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卒園・卒業おめでとうPhoto Snap

また、成人式で会おうね

卒業おめでとう！

先生ありがとう！

先生と一緒に

発
行・編

集
　
大
蔵
村
役
場
総
務
課

山
形
県
最
上
郡
大
蔵
村
大
字
清
水
2528番

地
　
 0233-75-2111
http://w

w
w
.vill.ohkura.yam

agata.jp/
N
o.740　

令
和
3
年

広
報
　お
お
く
ら

4 大蔵中学校卒業式

大蔵小学校卒業式

大蔵村保育所修了式


